（様式３）
学術交流協定延長提案書（☐大学間　・　☐部局間）
	１．外国の大学等名称
	日本語名：

	
	英語名：

	
	所在地：

	
	国名

	２．協定の区分
	☐延長: 協定内容に  ☐修正有　☐修正無　
☐細則・覚書更新　☐有　☐無
☐部局間から大学間へ変更　　☐大学間から部局間へ変更

	３．協定有効期限
（延長希望年月日）
	　 協定有効期限 　　　年　　　月　　　日
（延長希望　　　年　　　月　　　日まで）　　※上限は5年とする。

	4．外国の大学等の概要
※できる限り最新の情報を記入してください。
	（１）　設置年　　　　　　　　　　　
	年　　　月

	
	（２）　設置の形態
	☐国立・☐公立・☐私立・☐その他（　　　　　　）

	
	（３）　規模　　　

	
	　　教員数
	　人
	職員数
	人

	
	　　その他
	人
	
	

	
	学生数
	人
	
	

	
	　（内訳）
	学部学生
	人
	大学院生
	人

	
	学部等の数
	
	学部
	
	研究科

	
	
	
	研究所
	
	センター

	
	主な学部名等
	

	
	大学ランキング（順位）
	　　　　　　位
（出典：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５．過去5年間の交流実績
※交流実績は毎年度の「学術交流実績報告書」を参考に記入してください
		交流内容
	過去５年間の交流実績（人数もしくは回数）

	
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度
	合計

	
	人/回/件
	人/回/件
	人/回/件
	人/回/件
	人/回/件
	人/回/件

	派遣
	研究者・教職員交流
	
	
	
	
	
	

	
	学生交流
	
	
	
	
	
	

	
	講義，講演，シンポジウム実施
	
	
	
	
	
	

	受入
	研究者・教職員交流
	
	
	
	
	
	

	
	学生交流
	
	
	
	
	
	

	
	講義，講演，シンポジウム実施
	
	
	
	
	
	

	共同研究の実施
	
	
	
	
	
	

	その他（　　　　　）
	
	
	
	
	
	




	６．5年間の成果
※具体的に記入してください
	

	７．協定更新の理由
※中期計画との関連性も含めて記述
	

	８．今後の交流計画
	・具体的交流計画

	
	・交流内容（該当するものにチェック）
☐研究者・教職員交流　　　　　☐学部学生及び大学院学生の交流
☐共同研究の実施　　
☐講義，講演，シンポジウム実施
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	９．系での検討状況
（系会議での検討結果を具体的に記入してください）
	　　　　　月　　　　日（　）　系会議　承認

	
	

	10．外国の大学等の対応責任者
	＜教員＞所属：

	
	職：

	
	氏名：

	[bookmark: _Hlk53503438]
	TEL：
	
	FAX:
	

	
	E-mail
	

	
	＜担当事務＞所属：

	
	職：

	
	氏名：

	
	TEL：
	
	
	

	
	E-mail
	

	本学の主担当部局
※大学間協定の場合は関係部局も記載のこと
※行が不足する場合は適宜追加
	主担当部局
	

	
	関係部局
	

	
	主担当教員
	

	
	協力教員1
	

	
	協力教員2
	

	
	協力教員3
	

	本学の事務担当
	

	協定書署名者の職・氏名
	外国の大学等
	職
	

	
	
	氏名
	

	
	本学
	職
	

	
	
	氏名
	

	その他
	





